３．事業報告
（以後の記述においては、「☆」を付けて担当部局を記した）
（１）公益①
Ａ．概要
ア．公益①では、視覚障害に関する啓発及び視覚障害者の生活を支援する各種事業を行った。
イ．視覚障害当事者への情報提供と共に、一般市民に対する視覚障害についての正しい知識の普及に努めた。また、中途視覚障害者を中心とした相談活動等を通じて、京都府内で暮らす視覚障害者の社会参加促進を支援した。
Ｂ．自主事業
ア．視覚障害情報誌《点字京都》の発行☆情報宣伝部
ａ．点字版・墨字版・録音テープ版・デイジーＣＤ版・Ｅメール版
をそれぞれ発行し、希望者に届けた。
ｂ．第６４７号～第６５８号及び号外を５回発行した。
イ．三療学術研修会の開催☆三療部
舞鶴市で学術研修会を実施した他、三療学術講座を４日間に渡っ
て開催した。
ウ．失明予防講演会の開催☆地域支援部
本年度も１ヶ所で開催した。
エ．第２５回京都視覚障害者文化祭典☆文化部
３月　１日　京都ライトハウス
オ．街角点字教室☆事務局
京都市内４会場、府内１会場で実施した。
カ．役員研修会及び指導者研修会の開催☆事業企画部
ａ．役員研修会　　　　 　    １０月１９日　京都ライトハウス
ｂ．指導者研修会　　 １月３１日～２月１日　ホテル本能寺
キ．各種スポーツ大会の開催☆スポーツ部
京視協ゴールボール大会　
１月１１日　京都市障害者スポーツセンター
ク．各種スポーツ大会への派遣等☆スポーツ部
ａ．グランドソフトボール競技強化事業
ｂ．第５２回近畿視覚障害者グランドソフトボール大会
５月２５日　大阪市　下福島運動場
ｃ．第５２回近畿視覚障害者卓球大会
３月２１日　京都市障害者スポーツセンター
Ｃ．受託事業
ア．京都市中途失明者生活指導員派遣事業☆事務局
ａ．女性や一般就労されている人など、共通の思いや課題を持つ視覚障害当事者の交流の場を積極的に設定し、気持ちの持ち方や生活の工夫について話せる場を設けた。
ｂ．特に、視覚障害者が一般企業などでどのような仕事に就いているか、そのためにすべきことは何かなど、経験者の意見を聞くことで一般就労を希望する人が具体的なイメージを持てるように紹介することができた。
ｃ．医療関係者向け研修会、福祉関係者向け研修会共に、内容の充実を図った。
ｄ．障害支援区分の認定調査に協力した。
ｅ．障害者団体や専門職養成校に対して、講師派遣を行った。
イ．視覚障害高齢者社会生活教室の開催☆高齢部
ａ．本部開催
第１回高齢者福祉のつどい　１１月２０日　京都ライトハウス
第２回高齢者福祉のつどい　　３月１３日　京都ライトハウス
ｂ．地域開催　　　　　　　　 京都府内５地域、京都市内１１地域
ウ．京都府盲婦人家庭生活訓練事業等☆女性部　　　　　　　 ７地域
エ．京都市視覚障害者家庭生活訓練事業等☆女性部
ａ．本部開催　　　５教室
ｂ．地域開催　　　８地域
オ．盲青年等社会生活教室☆青年部
京都府内３地域、京都市内１１地域
カ．視覚障害者スポーツ大会事業☆スポーツ部
第４６回京都視覚障害者体育大会 １０月５日 京都ライトハウス
キ．点訳奉仕員養成等☆市民啓発部
ａ．点訳奉仕員養成講習会（京都府内開催分）　　　　２地域
ｂ．点訳奉仕員認定試験　（京都府内開催分）
府内北部会場　１１月７日　福知山市総合福祉会館
府内南部会場　１１月７日　京都ライトハウス
ｃ．点訳奉仕員講師養成事業　点字指導者研修会
開催地域　北部、南部
ク．中途失明者対象訓練諸事業☆事務局
ａ．京都府中途失明者点字講習会　　　　　　　　　４地域
ｂ．京都府パソコン講習会　　　　　　　　　　　　２地域
ｃ．京都府パソコン指導者講習会　　　　　　　　　２地域
ｄ．京都府デイジー講習会　　　　　　　　　　　　４地域
ｅ．京都府その他携帯電話等最新機器講習会　　　　１地域
ｆ．京都市中途失明者点字講習会　　　　　　　　　　３回
ｇ．京都市パソコン講習会　　　　　　　　　　　　　３回
ｈ．京都市デイジー講習会　　　　　　　　　　　　　３回
ｉ．京都市その他携帯電話等最新機器講習会　　　　　３回
ケ．視覚障害者更生訓練事業の実施☆地域支援部
　　　　　本年度も「視覚障害者ふれあいのつどい」として、府内４ヶ所で
　　　　実施した。
コ．京都市成人講座　        　　　　　　　　　　１１会場
サ．京都市点字広報等発行事業
「京都市障害保健福祉のしおり」がより視覚障害者に理解しやすいよ
う、必要な箇所を抜粋し、点字版・テープ版・デイジーＣＤ版を発行
した。
シ．ヘルスキーパー育成・普及支援事業☆三療部
今年度も京都市から本会に事業の運営が委託され、事務局を中心に取り組む中で、研修の開催等に部として協力した。ヘルスキーパーの派遣は、昨年度の老人福祉施設３ヶ所、一般企業７ヶ所に対し、今年度は老人福祉施設８ヶ所、一般企業８ヶ所であった。なお、新旧ヘルスキーパー担当者全員で交流会を実施し、今年度の課題分析と来年度の取り組み方針を確認した。
（２）公益②
Ａ．概要
ア．公益②事業では、視覚障害者へのガイドヘルパー派遣及びガイドヘ
ルパー養成講習会の開催を行った。
イ．京都府委託同行援護従業者養成研修を府内３ヶ所で実施し、府内の
ガイドヘルパーの増員に努めた。
ウ．京都市より同行援護従業者の現任者研修を受託し、京都市内のガイドヘルパーを対象にロービジョンについての理解を深めるため、シミュレーション眼鏡を用いた体験型の講習を実施した。
エ．慢性的なヘルパー不足と、増え続ける利用希望のバランスがとれず、一部の地域においては新規の契約を断っている状態が続いている。
オ．京視協ガイドヘルプステーションとしては、ガイドヘルパーの活動費を７月より９５０円に変更し、当日に利用がキャンセルになった場合について、新たに当日キャンセル手当を設けて保障することとした。
６月より日曜日についても７：００から事務所開所時間までの時間に
携帯電話による連絡体制をとった。
また２月より夜間の連絡体制を強化するため、平日及び土曜・祝日
は１９：００まで職員を事務所に配置している。
カ．翌年度に控えた南部ガイドセンター開所に向け、事業所指定申請等
の準備を開始。３月には、南部ガイドセンターのエリアとなる利用者
への契約説明会を実施した。
キ．他の機関が実施する同行援護従業者養成研修へ講師派遣を行った。
また日盲連主催の視覚障害者移動支援従事者（同行援護従業者）資質
向上研修に講師、要員を派遣した。
Ｂ．ガイドヘルパー養成等
ア．京都府視覚障害者ガイドヘルパー養成研修の受託　        ３会場
イ．京都市視覚障害者ガイドヘルパー現任研修の受託　　　　全４会場
ウ．外部講師派遣　　　　　　　  ２回
エ．登録ヘルパー現任研修　　　１０回
オ．新規登録ヘルパー説明会　　  ２回
Ｃ．会議・打ち合わせ等
ア．行政との折衝
イ．日盲連同行援護等事業所等連絡会研修会への参加　　　  ２回
ウ．日盲連同行援護等事業所等連絡会運営委員会への参加  １０回
Ｄ．居宅支援事業所情報提供事業（ガイドヘルパーネットワーク事業）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用登録者数　　　７００名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録ヘルパー　　　４３６名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　派遣件数　　　　　　２１件
Ｅ．文書発行
　       対外文書　　５５号
対内文書　　２９号
　　　　 ガイドヘルパー宛文書　１２回
　　　 　利用者宛文書　　　　　　３回
Ｆ．京都府内視覚障害者ガイドヘルパー派遣実績
（２０１５年３月３１日現在）
	地域
	利用者数
	派遣件数
	派遣時間数
	登録ヘルパー数

	京都市
	709
	23,673
	76,897.50
	286

	府北部
	45
	665
	2,636.00
	35

	府南部
	162
	5,036
	20,439.50
	83

	乙訓
	52
	1,624
	5,089.25
	28

	その他
	12
	265
	1,066.50
	4

	計
	980
	31,263
	106,128.75
	436


（３）収益①
Ａ．概要
ア．収益①事業では、本会会員の視覚障害者三療家が、鍼・灸・マッサ
ージによる治療を健康保険を利用して行った際の請求代行業務を行っ
た。
イ．施術者数と取り扱い件数の減少傾向に歯止めがかからない状態を克服できていない。今後、着実に運営しながらレセプト件数増を追及しなければならない。そのためにも、三療部会員の保険取扱希望者を調査・発掘すると共に、研修や意見交換の機会をより増やす必要がある。
　 Ｂ．保険審査会の活動
ア．厳正厳格な保険取り扱いの事務処理の審査機関としての役割を担うと共に、適正敏速な指導・支援と情報開示に努めた。
イ． 毎月審査会を開催した。
Ｃ．２０１４年度保険取り扱い状況
　　　  請求件数　　　　　　　 ６,７６７件
　　　　施術金額　　１３８,１７８,６３３円
　　　　請求金額　　１０７,３６９,６１９円
　　　　施術者数　　　　　　　　　７１４名
　　　　保険者数　　　　　　　　　６８９名
（４）収益②
Ａ．概要
ア．収益②事業では、行政発行物の点字版・録音版の製作及び発送を行った。
イ．京都市の市民しんぶんや市会だよりの録音版製作に加えて、挟み込み等で不定期に発行されるお知らせや、視覚障害者が委員として参加している会議の資料についても、点字版・録音版の製作及び発送の受注に引き続き努力した。
ウ．京都市においては、行政から各家庭への配布物のかなりの部分が、点字版・録音版で提供されるようになった。今後は、視覚障害者に対しても一般市民と同等の情報提供がなされることを目指し、京都府内各市町村に対して各地域団体と協力して要望活動を展開していきたい。また、その受け皿としての受注の拡大についてもより努力する必要がある。
エ．短期間に音訳が必要となる「市民しんぶん」各区版については、新たな音訳者を養成し、一定人数の確保に努めなければならない。今後は、市民啓発部と協力し、取り組みを推進していきたい。
Ｂ．主な製作物
ア．京都市「声の市民しんぶん」等の製作・配布
ａ．全市版及び各区版のテープ版・デイジーＣＤ版を毎月製作し配布した。
ｂ．「声の市会だより」のテープ版・デイジーＣＤ版を４回製作し配布した。
イ．京都市交通局からのお知らせや年末年始のごみ収集日変更など日常生活を送る上で不可欠なビラをはじめ、健康診査や消費生活総合センターのお知らせなど、一般家庭に市民しんぶんと共に配布される案内の点字版・テープ版・デイジーＣＤ版を製作した。また、衆議院議員選挙のお知らせ等の配布業務を行った。
（５）他①（厚生事業）
Ａ．概要
厚生事業では、記念事業等準備資金・互助基金・弓削基金の各会計を運用した。
Ｂ．会員の互助活動
ア．慶弔
　　　　　　 結婚祝　　　　　　０件

　　　　　　 金婚祝　　　　　１１件

　　　　　　 銀婚祝　　　　　　４件

　　　　　　 米寿祝　　　　　１１件

　　　　　　 白寿祝　　　　　　１件

　　　　　　 傷病見舞　　　　４０件

　　　　　　 弔慰　　　　　　２５件

　　　　　　 餞別　　　　　　　０件

　　　　　　 火災見舞　　　　　０件

　　　　　　 風水害見舞　　　　９件

1． 今年度中に亡くなられた方々
　小森　　　　様（上京地域）
　前田　健治　　様（上京地域）
　楊　　松泰　　様（上京地域）
　上出　順太郎　様（北地域）
　倉橋　三郎　　様（北地域）
松浦　木実　　様（左京地域）
白井　良彦　　様（中京地域）
一井　澄子　　様（伏見地域）　
浦川　純一　　様（伏見地域）
坂本　久直　　様（伏見地域）
西垣　由紀子　様（伏見地域）
松浦　春雄　　様（伏見地域）
丸山　シズ子　様（伏見地域）
角藤　高吉　　様（南地域）
関野　朝子　　様（与謝地域）
山崎　鈴枝　　様（与謝地域）　
髙野　光武　　様（舞鶴地域）
向井　ミサ子　様（福知山地域）
岡本　和子　　様（綾部地域）
　今西　胤彦　　様（亀岡地域）
　山口　道子　　様（亀岡地域）
杉谷　峰子　　様（長岡京地域）
髙岸　弘幸　　様（宇治地域）
高野　繁子　　様（宇治地域）
堀井　功　　　様（城陽地域）
Ｃ．表彰
（１）本会会長表彰者
ア．弓削賞
池尻野　恭子　様（宇治地域）
磯部　　治　　様（八幡地域）
イ．本会活動援護功労表彰
学校法人 京都仏眼教育学園　様
ウ．地域団体活動援護功労表彰
　　　　　　 國村　慶子　　様（北地域）

　　　　　　 安達　安紀子　様（福知山地域）
　　 　　　　木戸　富美子　様（宇治地域）
　　 　　　　中畔　明美　　様（宇治地域）
　　 　　　　難波　つた子　様（宇治地域）
　　 　　　　難波　ゆみ子　様（宇治地域）
（６）法人
Ａ．概要
ア．法人事業では、全会計の管理を行うと共に、会員の交流を深める事業や会議などを行った。
イ．事業としては、新年のつどいをはじめとする会員及び関係団体との交流や、総会・理事会等の会議を実施した。
Ｂ．新年のつどい            　　　１月　８日　　京都ライトハウス
Ｃ．第６７回全国盲人福祉大会　　　５月２９日～３１日　　　大分県
Ｄ．地域団体訪問
　　 　 正副会長を中心に、本会との有機的連携を目指して地域団体の訪問を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　年間実績　計　２７回
Ｅ．各種会議の開催
定時総会、理事会、正副会長会議、職員会議
その他必要に応じて、会議・打ち合わせなどを行った。
